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A Study on Approach of Measurement Survey for Reuse of Townhouse 
- Case Study of Activities in Old Dry-goods Shop in Tono-City, Iwate - 
 
 










して家畜小屋を有していた。主屋は、明治 33 年に建設された。写真 1 は、大正期のものと聞く。


























2012 年の夏、地域の高校生 17 名、建築を学ぶ大学生 12 名らと三田屋の実測調査を行った。














































示するなどの工夫を試みている（写真 5, 写真 6, 写真 7）。 
 
写真 5.実測作業(2014 年)     写真 6. 翌日作業の準備(2014 年)    写真 7. 仮補強した店舗内での野帳展示(2014 年) 
 
改修と活用を同時に行う中で、実測調査の成果を焦らないことにした。実測調査に並行して、
2015 年に店舗部分 1 階と住居部分の一部、2016 年に住居部分の別の一部、2017 年に住居部分
の更なる一部を改修している。次項で述べる痕跡調査と同時に進め、改修の都度、実測できる範
囲を見極めた結果、2017 年度の活動に至る４ヵ年の活動期間で、オモテの店舗とオクの住居の




に、原寸図の一部を現場に残し訪れる人へのアピールを試みている（写真 8, 写真 9）。 
 













きたかつての姿の痕跡を、時に図面として記録した（写真 10, 写真 11）。 
 




















写真 12. 三田屋北面西側外観       写真 13. 隣家の外壁部分（三田屋のもとの内壁が見える） 
 
オモテ 2 階床組みの下端にほぞ穴などの痕跡がある。昭和の改修では階高を上げるとともに、




















庭園調査を 2016 年から行っている（写真 14）。考古学的手法を用いた、池や流れと呼ばれる水路
の発掘調査が当面のテーマである。住居部分から眺める庭の風景について、考えていきたい。 
 
写真 14. 住居部分の断面詳細（写真左手のロウジの屋根が一段低く、納まりから後遣りと判断できる） 
 
 
























ての活用の 1 例である。三田屋のある一日市通り沿いに、Commons Cafe ができた。2016 年 4










写真 19. 店舗 1階(売り座、展示壁、リメイク家具)    写真 20. 店舗 1 階に設けたキッチン 
 













きるか考えながらのことである。その活用例について、ここでは 2 つを紹介する。 
まずは、ギャラリー兼ワークショップスペースとしての活用の実験である。筆者は、プロジェ
クト型授業の中で、学生と作品制作に取り組んでおり、「バイオミミクリ空間の試行」と謳う一連
の作品がある。その作品展示を三田屋で企画し、2015 年 11 月、筆者が指導する大学生と地域の
高校生で、ワークショップ形式の設営を行った。展示のレイアウトは、実測調査を通じて住居部
分の特徴と捉えた、常居・中常居・台所・奥座敷・庭への軸線を主題としている。常居の脇の座
敷に約 2000 ピースの木片を組んだ茶室（写真 28）を、台所の一角に大学生と高校生のコラボレ
ーションでデザインしたインスタレーション作品（写真 29）を、そして軸線の延長の庭に木質構









写真 22,写真 23,写真 24,写真 25. 住居部分の掃除と床張りの作業  
 




写真 28. 常居の脇の座敷に設営した木質構造の茶室     写真 29. 台所の一角のインスタレーション作品 
 
写真 30. 常居から庭への軸線上の作品      写真 31. 作品と住居部分 
 













リーペーパー（HEii press vol.06, 2018, 発行：遠野オフキャンパス）に、次のように書いた。 








が議長を務めた「明日の日本を支える観光ビジョン構想会議」（第 1 回：2015.11 月）がとりまと
めた構想である。この構想のもと、文化庁は文化財を地域・環境資源としての活用に向けた施策
（「文化財活用・理解促進戦略プログラム 2020」2016.4 月）を策定した。保存に比重が置かれた
文化財を、より積極的に地域・観光資源として活用しようという舵取りである。一方、三田屋は、
文化財としてのスポットライトを必ずしも浴びていたわけではない。だからこそ、解体・建て替
えの土俵に上がっていた。いわゆる文化財を、保存から活用へ転換させることとは異なる状況で
ある。三田屋の地域資源としての価値をあきらかにしつつ、地域にとって利用の価値を確認でき
る状況づくりが同時に求められる。 
そこで、この実測調査の特徴をまとめる。建築家・構造家・文化財保存の専門家、高校生、大
学生・大学院生らが協働して実測を行っている。調査の成果を、逐次、現地でレクチャーや展示
を通じて重ねている。そして、商店会・自治会のサポートを受けながら、繰り返し調査を実践し
ている。つまり実測調査を通じて、レクチャー、展示、高校生の地域理解・キャリア教育、各種
専門家にとっての研究、宿泊など、調査対象施設である三田屋の活用のシミュレーションをして
いるのである。保存と活用のための調査手法の実験でもある。 
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